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一一紹介一一

D r. Jordi Folch-Pi とMclear、Hospital 研究所

第6回神経化学懇話会では，シンポジウム

の1っとして， “脳の脂質"をとりあげ， Dr. 

Folchの招待講演が行われる予定である。 ま

つ¥Dr. Folch自身が送ってくれた略歴を紹

介し，次にこの研究所に現在留学中の高橋康

夫氏による研究所の紹介をのせよう。略歴は

人事録のような書き方であるが， Dr. Folch 

のくれた原稿のま¥論文は彼自身がえらん

だものである。
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MeLear、Hospital Research Laboratoryから

Down-town BostonからChar¥es河を渡るとCambri-

dge である。 Cambridgeの中心、HarvardSquareから

西へパスで約15分Be¥montの町の西端Waver¥ey Sqaure 

に着く。このWaver¥eyの一角にある小高い丘がMeLe-

an Hospita¥ の構内になっており，その頂上に病院本館

や研究所などがある。病棟はこの構内に点々としてちら

ばっている。この病院はMassachusettsGenera¥ Hos-

pita¥の分院であって， Harvard Medica¥ Schoo¥のTe-

aching Hospita¥ として精神病院て"iMass.Menta¥ He-

alth Centerと共に最も重要な位置を占めている。 2-

3年前に150年記念式を行ったと言うから，アメリカでも

最も古い精神病院の1っと思われる。

筆者はNationa¥Multip¥e Se¥erosis SocietyのPost-

doctora¥ Fellowとして昨年9月下旬よりこの病院の附

属研究所で研究する機会に恵まれたので，以下筆者の見

聞の一端を記してみることにする。

この研究所は1944年に一部つくられ， 1960年にもそれ

と大体同じ位のスペースが増築された。しかしそれほど

大きなものでない。こ、の研究所の設備としては，筆者

がアメリカの2，3の研究所を見学した経験から判断す

ると，ごく普通で特別の器械とか設備はないように思わ

れる。ガスクロなど脂質の研究に欠かせない器械も昨年

の暮にようやく入った所て¥今年の5月頃Dr.Stoffynが
このガスクロについて皆にLectureを行ったような工合

である。しかし日本とはーすちがう。現在この研究所で

行われている研究と夫々のグループについて話を進め，

夫々のもっている器械などについても簡単にふれること

一高橋康夫一

新潟大学医学部脳研

にしたい。大体こ益の研究グループは大別して3つに分

けられる。第1はDr.Fo¥chの指導する生化学的研究，

第2はDr.Popeの指導する神経病理的研究，第3はDr.

Robertson のやっている電子顕微鏡的研究である。

第1の生化学的研究はまたいくつかのグループにわか

れ， Dr.Fo¥ch自身のグループ， Dr. Le Baronのグループ

Dr. Stoffynのグループ， Dr. Hauserのグループなどに

なる。 Dr.Fo¥chのグループにはDr.Maker.Dr. Zandの
ほかに大学院学生2名(HarvardMe，dica¥ Schoo¥の大

学院学生で神経化学をやる人はこの研究所に来る) ，テ

クニシャン2名で，主としてDr.Fo¥chが発見したPr-

oteo¥ipidとStrandinについて研究を行っている。 Dr.

Makerは種々の溶媒によるProteolipidの抽出，溶解性.

分析， Dr. Zand はProteo¥ipidの物理化学的性質を超遠

心分折，光散乱，電気泳動などの方法により研究，大学

院学生の1人は Proteo¥ipidの蛋白と脂質の結合様式の

研究，他の1人はStrandinと無機イオンの関係について

研究中である。こ、の研究室には特別の器械はない。古

いVanS¥ykeが数台あるのが自につく程度である。長い

間Dr.Fo¥chの共同研究者であったDr.Lees は去年D-

artmouthに移った。 Dr.Le BaronのグループはDr.

Rao (この人は印度のNationa¥Institute of Menta¥ H-

ealthから来ている)と大学院学生.とテクニシアンであり

主として彼がDr.Fo¥chと共に発見したPhosphatido-

peptideの代謝的研究をやっている。 p32注射後のこの分

画へのincorporationに対する塵筆の影響をみていたが，

決定的成績をえなかった。又脳の各分画におけるInos-
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itolの分布なども研究していた。大学院学生がいま精製

に懸命になっているViscousProtein分画は仲々興味が

ある分画で， p32のincorporationもPhosphatido-peptide 

と同じ位に高いと言う。現在 HarvardCollegeの学生が痩

筆によるこの分画の蛋白濃度の変化をしらべつつある。

Dr. Stoffynのグループは彼と彼の奥きんとテク二シャン

であるが，近日中に今1入来ると言う。こ、でやられて

いることはGIyco-lipidの構造的研究で，最近Biochim.

Biophys. Actaに発表きれた2つの速報からもわかる通

りである。 GangliosideとSulfatideの2つがその主な対

象である。近日来る 1人はLeucodystrophyの際のSul-

fatideについて研究すると言われる。現在Dr.Stoffynは

ガスクロち盛んに使っている。ある大学院学生によると

彼はここの研究所で最も深い化学的知識をもっているらし

いと言う・・・・。 Dr.Hauserのグループと言っても，彼は

現・在テクニシャン1人とやっており前に一緒にやってい

たDr.Dobkin.は去年12月末Israelに帰った。 Dr.Dobkin 
はC'4グルコースのGanglioside-neuraminic Acidへの

incorporationに対する痘筆の影響をみていたが，決定的

差異をうることができなかった。現在Dr.Hauser はC'4

グルコースからInositol合成をinvivo，切片で終了して，

cell-freeで研究を開始したところである，別にDr.Mo・

krasch はcell-freeで、Proteolipidの合成を観察中でミト

コンドリアがその場所であると言う。

次に， Dr. Popeの神経病理研究グループであるが，こ

れは周知の如くMicrohistochemistryでこ、にはDr.Po-

peの他にDr.Hess， Dr. Lolley， Dr. Randolt， Dr. Stir が

テク ζ シャン 2人といる。最近やっていることは網膜の

研究で， Dr. Robertsonと協同して分析を開始したとこ

ろである。またNeuraminicAcidの微量定量法を確立し

て脳での微量定量も行っている。こ=にはCarl-Zeissの

Spectrophotometerがあり，生化学グループの使ってい

る2台のBeckmanよりはるかに微量定量に適するように

思われる。そのほか，石英バランス，CartesianDiver 

などもある。 Dr.Robertsonのところは彼:が1人でテク

ニシャン 3人を使って細胞の膜構造を電子顕微鏡とX線

解析の2つの方法で解明しようと試みている。彼は色々

の材料を使う。金魚，ザリガニ，蛙，ネズミなどの神経

や赤血球など。筆者の見る所，彼がこ、の研究所では最

も精力的で日曜日にも仕事にくることがある。

この研究所が出来たのは前述の如く 1944年であるから
まだ歴史もそれ程古くない。その問にこもにいたことの

ある神経化学の研究者はかなりおり，そのうち比較的名

前の知られているのは，Dr.Uzman (去年死亡入 Dr.Po-

rter， Dr. Sloane-Stanley，じr.Webster， Dr. Moser， Dr. 

Bogoch， Dr. Gaitonde， Dr. Pritchardなどである。
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日本から2年ばかり前に松本氏が来ておられたことが

あり，松本夫妻の評判がこ、の研究者の聞に非常によい

のでうれしい限りである。

この研究所では余り皆が集ってdiscussKmをやると言

う機会がないのが筆者には不思議に思われた。例えば1

週1回各自の研究について討論するとか雑誌会をやると

か，普通どこでも行われているようなことがこ、ではな

い。 McIlwainの所から来たDr.Lolleyもこの点を不思議

がって筆者に話していた。公開のセミナーは時々あり図

書室で行われる。最近聞いた人としては，Dr.de Robert-

is， Dr.McIlwoin， Dr.Mandelなどがいる。
Dr. Folchは1944年こ、の研究所が出来るとすく・にこ冶
の所長に迎えられたもので，今年の1月Dr.Van Slyke 

が話した所による彼がDr.FolchをbrokenEngli shにも

か、わらず推薦したのだと言う。 Dr.Folchは1911年に
Spainに生れ， University of Barcelonaの医学部を卒業

したM.D. である。 Folch-Piと言う名前を変に思、う人

がいるかも知れないが，こ、の研究所のテクニシャンの

女の子が物好きにBarcelonaに1泊したとき， ホテルの

電話帳をめくってみたらFolch-Piと言う名前が2頁もの

っていたそうであるから，その辺ではごくありふれた名

前なのであらう。彼はその後アメリカに来てRockefeller

Instituteで'Dr.Van Slykeの下でResearehF ellowとし

て研究に従事し，血液の脂質の抽出，分離，分析を行っ

た。その結果はJ.B. C 129.539(1939)にまとめられ
てある。その後脳のCephalineの分析に従事して1941年
にPhosphatidylSerineを発見分離した。更に1942年に
は脳のPhosphatideがInositolを含有することを発見し

引続き1940年代にPhosphatidylSerineの構造，Phosp-
hoinositideの構造などについて発表した。彼は1944年に
前述の如く McLeanHospitalに移り新しい共同研究者と

共に新しい仕事に着手し， 1948年にはDr.Uzmanと共に
脳からLiponucleoproteinを分離した。更にクロロホルムー

メタノールによる脳脂質の抽出法を確立し， 1951年には
Dr. Leesと共にProteolipidの発見，又Strandinをも発見

した。このStrandinについては周知の如く議論の多い所

である。その後1952年にはPhosphatidopeptideをDr.1..-
eBaron と共に分離した。その後の彼の仕事は大体この

Proteolipid， S trandinおよびPhosphatido-peptideの3つ

に関連して進められている。その中Proteolipidについて

は最近Elsevierから出版されたBrainLipids and Lipo-

proteins， and the Leucodystrophiesの中にこれまでのイ士

事が詳細にまとめられであるから輿味ある人の一読をお

すすめする。 Strandinについては既述のように問題があ

るが，その後この研究所でDr.Bogoch らと一緒にやっ

た仕事をまとめてA.M. A. J. Dis. ChHd. 97， 730(1959) 



の中に比較的新しい彼の見解が述べられてある。最近は

先述したDr.Stoffyn によるその構造的研究と大学院学

生による無機イオンとの関連性の研究等の中にこのStr-

andinの仕事の続きを認めることができる。 Phosphati-

do-peptideについては現在ではDr.LeBaronが行ってお

り.Dr. Folch は自身直接にはタッチしておらない。し

かし彼が最初に悩で発見したInositol脂質については，

Dawson. Ballouなどによって多くの新知見を加えられた

が，この研究所でも Dr.LeBaronとDr.Hauserが伝統を

ついで仕事を続けているわけである。Dr.Folchは以上3つ

の大きな研究題目以外にDr.Porterと一緒に行ったCer-

ebrocupreinの脳からの分離.又Sulphatideの新しい抽出法

の考案，脳の溶性蛋自の分画などの仕事をやって来た。

又一方彼がずっと熱心にやっているのはDeveloping地-

rvous Systemの生化学的分析である。彼はこの点に大き

な関心をもち.Harvard Medical SchoolでのLectureに

はこの題目と自然状態での組織中の臆質の存在様式と言

う題目とを選んでいた。発表した論文は60以上あると言う。

Dr. Folch はこうした研究の中に HarvardMedical 

SchoolのAssistantProfessor， Associate Professor 
を経て，現在ではProfessrof Neurochemistry となっ

ている。 )(.1960年以来NationalInstituteof Mental 

HealthのScientificCounselors CommitteeのChairman

であり，またMass.General Hospitalの中にあるKenn-

edy LaboratoryのSeientificReview CommitteeのCha-

irmamとして多忙である。

Dr. Folchは話し好きで早口でしかもスペイン語なま

りの英語でまくしたてる。この英語がわからないのは有

名で，こ、の研究者やテクニシャンもそう言っている。

彼は多忙の中で現在でもDr.Makerと一緒に自分が先頭

に立って実験をやっている。非常にユーモアがあり，冗

談を言っては人をよく笑わせる。クリスマスパ←テーな

んかで若いテクニシャンがツイストを踊ったりすると，

彼も盛んにそれをやったりする。また筆者にブドウ酒を

すすめながら nohexokinase inhibitorとか言ってからか

ったりする。調子がよいと何かメロデーを口ずさみなが

ら仕事をしている時をある。しかしじっと人の話をき、

ながら考えこんでいる時は非常にこわい感じを与える。

こんな話をだらだらと書き続けているときりがない様

に思われるので，筆者の McLeanHospital Research 

LaboratoryとDr;Folch-Piに関するこの雑な紹介はこの

辺で止めるのが適当であろう。

Dr. Hoaglandの講演褒題変更

第6回神経化学懇話会のプログラムには， Dr. Hoaglandの講演表題は，

Studies of Plasma Protein Factors 1hat may be invo1.ved in Psychoses 

となっている。これは懇話会事務当局て博士よりの通信により仮に印刷したものであった。

その後送られて来た講演抄録によると，

Biochemical Aspects of Schizophrenia 

となっている。なお，その講演要旨は 119頁に掲載されている。詳しい講演抄録は懇話会

当日おわけできる予定である。
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脳のブロテオリピド

高橋氏の紹介にあるように.Dr. J. Folch-Piの最近の研究をまとめたものとして，
Brain Proteolipids .ln Brain Lipids and Lipoproteins. and the Leucodystrophies. 

p. 18-30. 1963 
は重要なものである。抄訳によってその大要を紹介する。たやすくは理解しえないであろ

う彼の講演をきくための予備知識として この論文を是非一読していただきたい。

1 )ブロテオリピドの発見とその性質

2)ブロテオリピドの分布

3)脳の白質のプロテオリピドの最近の研究

I )プロテオリピドの発見とその性質:

最近，柑経系の脂質とタンパク質の大部分は互に結合

して種々のリボタンhパク質3 として存在することがます

ます確かになってきた。このリポタンパク質にはその性

質もその組成も色々にことなったものがあり，少くとも

3つのカテゴリーに大別しうる。(1)血築中のリポタンパ

ク質と同様なもの，即ち水溶性で有機溶媒には溶けない

もの.(2)水にも有機溶媒にも溶けないもの.(3)水には溶

解せず，有機溶媒のあるものには溶けるもの。この第3

のものは，その溶解性の特徴を強調して示すために，ブ

ロテオリピド (proteolipid) と呼ばれるf
脳の全脂質を定量的に抽出して精製する方法を研究し

ているうちに，このようなプロテオリビドの存在には

じめて気ついたのであった。即ち，その方法としては，

脳組織を2: 1ク口、ホルム・メタノール(v/ v)て抽
出する。抽出.液には組織の全脂質と脂質でない物質でこ

の溶媒i見液に溶解性ぞあるかあるいは脂質の溶解作用の

ために溶けてきたものが含まれている(しかし，ホスフ

ァチドーペプチド分画は抽出されず，これは酸性ク口、

ホルム・メタノールで組織の抽出残i査をさらに抽出しな

ければならないけ)。この抽出液から脂質でないものを除

くためには水で洗わねばならないが，その方法は，我々

の原法では，抽出液に少くとも 5f音容の水を重層して行

われる。抽出液のうちのメタノールは抽出液一水の境界

面をこえて拡散し，その結果生ずる密度勾配のために対

流がおこり洗j伎の対果が高まることになる。この洗j僚が

終了したときには. 2層にわかれて水・メタノールの上

層とクロ、ホルムの下層とになり，その境界面にf1uff

が生ずる。脂質はすべて(ブロテオリピドをも含めて)下

層とf1ufflこ見出きれる。脂質でない物質のすべては上層

に含まれている。脂質はほんの僅かしか上層には見出き

れず問題とはならない。上層をとり除き下層とf1uff を

まぜてそれにメタノールを加えると，全体がとけてしま

う。これが即ち，組織の全脂質抽出液である。
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この全脂質抽出液の溶媒をとばして乾溜すると，こん

どはもとのクロ、ホルム・メタノールj昆液に不溶解性の

残i査を生ずる。この不溶解性になった物質は水にもうす
い酸にもアルカリにも不溶解性である。1l-12%N.約
1.5%S .O.2-0.4%Pを含んてがいる。ビウレット反応は

強陽性で，遊離のアミノ基はほんの痕跡である。酸で水

解すると， アミノ酸がえられるが， その量はほとんど

全Nを説明する量である。脳の白質からえられたこの不溶

解性の分画のアミノ酸組成は表1の如くである。

表 1
脳白質のプロテオリピドのタンパク質部分の

アミノ酸組成

組成アミノ椴 アミノ酸%(アミノ酸g/，タ〆パク質100耳)

ロインンおよび(あるいは)イソロイシン 23.5 

メチオニン 3.8 

チロジン 10.6 

ブロリン 2.3 

アラニンおよびグルタミン酸 14.4 

スレオニン 7.2 

アスパラギン酸 4.1 

セリン 5.3 

グリンン 6.1 

アルギニン 3.2 

1)ジン 4.8 

ヒスチヂン 2.4 

シスチン 3.8 

全量 91. 5 

以上の所見はくりかえししらべたが定性的にも定量的

にもまちがいのない事実であり，きらに組織の抽出の条

件や抽出まえの組織の処置などにはあまり影響きれない

てψいつも認められる事実であることも明らかになった。

また溶媒をとばして乾潤するときの温度や酸素の存花や

その他の因子とも無関係で，た汁構築をとばす過程で2

層を形成する(formationof biphasic system)ことが唯

一の原因であることも明らかになった。即ち，溶媒をと

ばす過程で2層形成がないような溶媒混液とすれば.タ



ンパク質性の物質はク口、ホルム・メタノールi昆液に溶
解性のま=乾掴することができる。

クロ、ホルム・メタノールに溶解するタンパク質は知

られていないから，こ、に問題としているタンパク質性

の物質は組織のなかでは遊離のタンパク質として存在す

るのではなくて，脂質と結合して存在しておりそのため

に特徴ある溶解性を示すのだと考えたのであった。これ

は化学的にはリボタンパク質であらうが，すでに知られ

ているリボタンパク質とはちがって水には不溶解性であ

り有機溶媒のあるものには溶解性である。

この，<ロテオリビドを“なまの状態?つまりク口、ホ

ルム・メタノールに溶解性の性質をもったま冶分離する

ことはたやすいことである O 組織抽出液をすでにのべた

ようにしてj先議して上層をすて， fluffと下層を別々に集

め別々に処理するのである。f1uffのほうは，ク口、ホル

ム・メタノ ル2: 3 (V!V)に2-3%溶液として溶解

し一10。に 1夜放置する。生じた沈澱(ビロテオリビドA)

衰

を集め，上j青には同容のアセトンを加え4・1夜放置する。

また生じた沈澱(ブロテオリピド8)を集める。その上清

を乾潤する。即ち， fluffをさらに3つの分画にわけるの

である O や方，下層のほうは，そのま h 減圧でとばして

乾j回する。この際には溶媒はほと r どクロ、ホルムのみ

であるから，乾j屈の過程で2層形成はみられずブロテオ

リピドは変化しない。この乾;因物をアセトン，エーテル，

エタノ←ルで次々に抽出する。つまり，下層のほうは，

アセトン溶解性，エーテル溶解性，エタノール溶解性お

よび残j査(ブロテオリビドC)の4つの分画にわけられ

るのである。この残i査はクロ、ホルム・メタノールにj容
解性である。このようにしてえられた各分画の組成は表

2の如くである。即ち，タンパク質はブロテオリピドA

8， Cおよびエーテル溶解性の分画に存在している。こ
れらの分画はすべてク口、ホルム・メタノール溶解性で

ある。

2 ※ 
ウシ白質のクロ、ホルム・メタノール抽出液からえられる各分画の平均の組成

量
ブロテオリピド

分 画l
タ/パク質※※

m耳/耳新鮮重量 % 

洗擬した全脂質抽出物 170-200 7-8 .5 

Fluff 80 15-20 

ーブロテオリビドA 20 12←20 

ブロテオリピドB 10 35-40 

一上{古 50 0--1.0 

下層 120 6-7 

--Tセトンf由出 40 痕跡。

---，:ーテル抽出 40 1.5-3.0 

エタノール抽出 30 o . 4 
-7ロテオリピドC 10 55-65 

※存成分はそれぞれの分画の%であらわす。

※※水解により生じたα アミノ酸NX9として計算。

※※来コ Lステロ ルは見出しえない。

なまのブロテオリピドもまた分離したそのタンパク質

部分も，ペプシン， トリブシン，パパインおよびエレブ

シンによって分解きれない。つまり，タンパク質分解酵

素の作用をうけないこと， sの含量が高いこと，その一
般的な不溶解性など，ブロテオリビド・タンパク質は古

くから知られているneurokeratinに非常によくにている。

2 )プロテオリピドの分布:

ブロテオリビドは神経系に限らず，動物の組織に広〈
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ホスファ乎ド セレプロシド コレステロール

% % % 

45 20 20 

30 50 ※※※ 

5-15 60-75 ※※※ 

30 20 ←※※※ 

60-65 25-30 一※※※

50 5-10 30-35 

5 5 90 

75 20 一※自民※

70 25 *※※ 

25-30 上パノ、E同Z 様※※

分布している。ウシの組織について大略の値 (mg7"ロテ

オリビド・タンパク質/g組織湿重量)L:i:，心臓3.48，腎臓

1.98，肝臓1.63，肺0.94，平沼筋(子宮)0 .61，横絞筋(

二頭筋)0.40，血禁中にはブロテオリビドは存在しない

か，あるいはこ h にあげた他の組織よりもずっと低い。

神経組織1こはウシについて，脳白質で最高 (20-25ll)g
/耳湿重量)で皮質灰白質ではこの約光にすぎない。これ

に対し，ウシの末梢神経には(結合組織のための補正を



して)脳白質のプロテオリピドの括から治にすぎないf
ハッカネヅどでもまたシロネヅミ~も，脳のプロテオリ

ピドはミエリン形成を認めない発生の初期には存在せず

ミエリン形成の開始と共に出現してミエリンの発育にと

表

もなって増加する。ヒトの神経系の各部におけるその分

布は最近のAmaducci の報告に示きれている。即ち，表

3の如<.ウシの場合と同じで中枢の白質で最高，灰白
質ではその}ぎからUo.末梢神経では%から泌にすぎない。

3 
ヒトの神経系におけるプロテオリピドの分布

(mgプロテオリピドータンパク質/耳組織湿重量)

大脳白質

脳梁 24 .0 

放線冠

前一一 24 .0 

後一一 24 .0 

小脳自質 21 .0 

視覚路(主に視神経交叉 18.6 

脊君事

前倒柱

頭部

胸部

腰部およびf山髄

後柱

頭部

胸部

腰部およ()'仙髄

16 .0 

12.9-14.8 

7.5-10.9 

15 .3 

13 .2 

14 .5 

白質のうちでは，大脳一小脳一脊髄の}I頂に少なくなる。

脊髄については，前側柱では下のほうにゆくほど少なく

なるが後柱ではそのような傾向はない。前およぴ後根は

脊髄の白質よりも少ないが，末梢神経にくらべればその

数倍のプロテオリピドを含んでいる。灰白質のなかでは

その部位によるプロテオリピド濃度のちがいにははっき

りした傾向は認めない

神経組織のプロテオリピドの分布と組織の構造との関

係。これははっきりした関係が認められているわけでは

ない。最も広くうけいれられている仮説による t九プロ

テオリピドはミエリン輸の構造をつくり上げている構成

単位のリポタンパク質の1部となっていると考えられて

いるYその根拠は次の3つの事実である。(1)プロテオリ
ピド濃度は白質に高し胎児の脳には存在せずミエリン

形成と共に出現しその発育にともなって増加することf
(2)プロテオリピド・タンパク質は古くから知られている
neurokeratinとよくにていること (S含量が高いこと，

タンパク質分解酵素の作用をうけないこと，一般に溶媒

不溶解性であること)、 (3)組織化学的に検すると，ミエリ
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大脳皮質

前頭葉 2.6-3.3 

般覚ー運動野 4.1-4.7 

頭頂葉(下面) 2.1-2.4 

側頭葉 2.4-2.9 

後頭葉 5 .4-6 .0 

小脳皮質 3 .6-4 .8 

尾状核 5 .9 

視床枕 8 .1 

視床 11 .6-14 .1 

中断 15 .8 

橋 18 .9 

延髄 16 .5 

虫都(小脳) 8.6 

脊髄前根 3 .3-4 .5 

脊髄後根 4 . 5 

坐骨神経 1 .1 

腕神経叢 o .3 

ン輸のうちのneurokeratinの構造はクロ、ホルム・メタ

ノールで処理すると失われること。一方この仮説に矛盾

する主な事実は末梢神経にはプむテオリピドの量が少な

いことである。さらに，中枢神経系の所謂ミエリン脂質

(セレプロシドなど)の分布とプロテオリピドの分布は

一致していない。

現在ではまだこのように混乱しているので，プロテオ

リピドとミエリンの関係について最終的解決をうること

はできない。しかしこの問題の解決の1つの糸口がAm-

aducci2の最近の成績のなかにみられるであろう。 !!Oち，

脳梁，視神経，脊髄(前側柱L坐骨神経について，プロ
テオリピドの量，神経線維の数，およびその直径を測定

したのである。この結果からAmaducci は神経線維のま

わり(円周)の総和とその横断面積の総和を計算した(表

4)。プロテオリピドの量と最もよい相関を示すのは軸索
の円周の総和であった。つまり，軸索円周の鰍口/プロ

テオリピド量は脳梁で96.視神経で88，脊髄前側柱で65

坐骨神経で119であヮた。この程度の偏差はむしろ密接

な直接の関係を示唆するものである。ことに，末梢神経



表 4
ウシの神経系における線維の数，軸索の全円周，軸索の全横断面積，

プロテオリピドータンパク質および脂質の量の関係

脳 梁

線(維n-の，.数3/an2新鮮組織) 13，106 

軸索円周の総和
2303.0 

(佃/佃2新鮮組織)

軸索面積町総和 o .045 
(佃霊/叩'新鮮組織)

プロテオリピドータンパク質 24 
(mg/g新鮮組織)

セレプロシド 50 
(mg/g新鮮組織)

につい，てもこの相闘があてはまることは注目に値するで

あらう 0・

このAmadncci の成績を形態学的に考察すれば，ブロ

テオリピドは軸索の円周と定量的な関係にあるところの

組織の構造の成分であると言うことになる。それは軸索

原形質膜がまづ考えられるが，ブロテオリピドはミエリ

ン形成のまえには脳に存在しないこと，中枢の白質に量

が多いことなどと矛盾することになる。もう 1つの考え

はプロテオリピドはミエリンの成分であるが，ミエリン

のラセンにそって全長に均一に含まれているのではなく

て，軸索の円周にのみ関連しているとするものである。

この考えによればミエリン輸は構造的に均一でないもの

だと言うことになるが，その根拠は現在までのところ全

くないのである。

3 )脳の自賓のプロテオリピドの最近の研究:

Emulsion-centrif ugation法:この方法で脳の白質のプ

ロテオリピドを精製することができる。、この方法の原理

は溶液のタンパク質の密度は平均1.3であるが，脂質のそ

れは1.0あるいはそれ以下であることを利用したもので

ある。リポタンパク質の密度は脂質のそれよりも高〈タ

ンパク質のそれよりも低い筈であるから，脂質とブロテ

オリピドの混合物があるときには，その混合物をたゾ水

でemulsionとし分画遠心を行えばプロテオリピドを分離

することができる。脳の白質のプロテオリピドの場合に

は，この理窟通りに実際うまくゆく。具体的方法は，組

織のクロ、ホルム・メタノール抽出液をつくりその%容

の水を加えて洗糠する: 抽出液と水をまぜて放置しあ

るいは遠心すると 2層にわかれ，その境界にfluffはでき

ない。脂質でない物質すべてを含み，脂質は殆ど含んで

いない上層はすで，脂質とブロテオリピドを73円含むと

視神経
脊髄

坐骨神経
前倒柱

6，875 1 .361 234 

1523.9 844 : 9 107 .2 

o .060 o .066 o .007， 

17 .4 13 .2 o .9 
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70 

ころの下層を誠圧で溶媒をとばして乾溜する。この下層

の溶媒混液はクロホルム86%，メタノール14%，水1%

であるから乾滴の過程で2層形成はおこらない。従って

ブロテオリピドは乾溜物のなかにクロ、ホルム・メタノ

ール溶解性のま、えられている。この乾j聞物をその30倍

量の水でemulsionとし46009で1時間遠心し上清をすて

る。また同量の水でemulsion'とし46009で1時間遠心す

する。同じことを2回更に繰返すと，第3および第4回

目の上j青は水様透明かあるいは僅かに乳白色である。第

4回目の遠心の沈澱をまた同量の水にsuspendして 200

Fで10分間遠心する。上清をすてると，沈澱は少量のメ
タノールと水を含むクロ、ホルムに溶解性である。これ

が粗ブロテオリピドで約30-35%タンパク質， 40%ホス

ファチド12-15%セレブロシド(スルフアチドを含む)，12

-15%コレステロールからなっている。この半且プロテリピドは

70%倍量のエーテルで2回， 80f音量のエタノールで2回

抽出してさらに精製することができる。このようにして

精製ブロテオリピド(concentratedpreparation of proteol-

ipids)をうる。この精製の過程でえられる各分画の組成は

表5の知くである。即ち，ブロテオリピド・タンパク質は

殆ど定量的に最後の精製ブロ手オリピド中にえられてい

るoまた，第1ー第4回d遠心の上清中のsolidの組成はほ
とんどすべて同じて¥その量は直線的に次々とへってい

る。つまり，遠心のたびにsuspendするごとに新しい脂質

がまざってくるのではなくて，最初のemulョionが段々にう

すめられてゆくのであることを示している。

脳の白質のプロテオリピドの性質。精製プロテオリピ

ドは白色の粉末で水に不溶解性，少量のメタノールと水

を含んだクロ、ホルムにたやすく溶解する。その化学分

析の結果は表6の通りで，ことに実験77，79，80は殆ど同

じである。表のうち“全アミノ酸"とは酸で水解して2



表 5
Emulsio n-centrifugation法でプロ予オリピドを精製する

過程の各分画の組成(実験73)

豆日 組成(各分画の%)

分 画
時新鮮/g重量

生当舗の ホス7ア セレプ

% タンパイ質 チド シド

全脂質(および 215 100 6 .4※ 43 26 プロテオリピド)

I 101 47 o .15※ 44 28 

46009 E 14 6 . 5 o .15※ 45 

上清 E 3 . 7 1 .7 一ー一一ー※※ 43 

N 1 .4 o .6 ←一一一※※ 41 

2009上清 44 .6 20 .0 1 .5※※※ 44 28 

号車字持オリピド) 41 . 3 19 .2 30 .4※ 40 13 . 5 

エーテノレ抽出液 7 .8 3 . 6 一一一※※ 10 8 

エタノーノレ抽出液 9 .2 4 . 3 一一一一※※ 72 19 . 5 

最後の残i査 25 .6 11 . 9 53 .2※ 30 .5 8 .9 

(精製プロテオリピド)

※ 水解により生じたα アミノ酸NX9として計算

※※ 酸水解液のペーパークロマトでアミノ酸は痕跡のみ。

※※※この分画のアミノ酸は他の実験では痕跡であった。

表 6

Emulsion-centrifugation法でえた精製フ。ロテオリピドの組成

組

タンパク質部分

N 

成

水解後のαーアミノ酸N

1%水解液中の全アミノ酸

1% 
E -ーー λ280mμ 
iαn 

脂質部分※

P 

アルカリ安定性P

α アミノ酸(水解前)

エタノールアミン

イノ y トール

精質(ガラストースとして)

脂酸+ス7インゴジン

実験73

9 .06 

6 .05 

46 .9 

8 . 8 

1 .22 

o .21 
o .204 
1 .66 

1 .96 

※プラズ?ローゲン，コレステロールおよびレシチンは痕跡のみ。
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実験77

10 .7 

7 .43 

55 .7 

11 .2 

o .97 
o .14 

o .208 
o .32 

o .59 
17 .8 

% 

実験79

7 .45 

49 .0 

10 .2 

1 . 08 

o .57 

1 .34 

1% 
E 

コレステ 1冊
ロー-)レ

14 

25 

26 

12 

73 

1 

l 

A. =280mμ 

5 .6 

8 .8 

実験80

7 .36 

56 .3 

10 .9 

o .97 
o .07 
o .198 
o .41 
約o.9 
o .9 
18 .6 



次元のクロマトで展開しニンヒドリン防性のスポットを

抽出してえられた各アミノ酸量をたし算した値である。

操作の途中で失われたり水解中に分解したりするから実

際の値は更に高いであらう。ことにトりブトフ7 ンは水

解中に完全に破壊されてしまう。 λ=280mμ の吸収が

高いから，ブロテオリピド中にはトリブトファンが特に

表

多量であることがわかる。このようなことを考え，き 4

に脂質部分は30%よりそれほど多くないことにかんがd

て，タンパク質部分は約65%を占めると考えてよさそー

である。

アミノ酸組成は表7に示される。ブロテオリピドにl

ジカルボン酸(アスパラギン酸，グルタミン酸)と塩基↑

ワ
ブロテオリピドータンパク質のアミノ駿組成

(酸で水解;，kの全α アミノ酸N量の%として表す)

ブロテオリピド

タンパク質 ※ 

emuls ionwcen t rif uga tion法て"えたブロテオリピド
アミノ酸

実験73※猿 実験77※策 実験79※※ 実験80※※
およその
モル比

アスパラギン酸

セリン

グリシン

スレオニン

グルタミン酸

アラニン

チロジン

"リン

フェニルアラニン l 

ロイシン，イソロイシン!

リジン

ヒスチジン

アルギニン

シスチン

4 . 0 

6 .7 

10 .8 

8 .0 

17 .1 

9 .6 

23 .0 

2 . 4 

6 . 1 

7 . 5 

11 . 9 

7 .0 

5 .3 

10 . 3 

4 . 1 

6 .6 

6 .6 

13 . 9 

5 .4 

2 . 4 

3 .6 

メチオニン

4 . 3 

3 . 4 

2 .7 

(0 . 9 5)※※滋

ブロリン (0 .85)※来来

アミノ酸の全分子数

※表1から計算した値

※※二次元クロ 7 トによる定量

※※※量が少なかったので不正確

アミノ酸(アルキニン，リジン，ヒスチジン)は少なく，

モノアミノーモノカルボン酸が非常に多いのである o S 
の量が多いことからわかるように，シスチンとメチオニ

ンも非常に多い。上にのべたようにトリブトファンが多

いが，このことは実際の化学分析でも証明されたFブロ
テオリピド・タンパク質は少なくとも 125のアミノ画全か

らできているようで，平均の分子量を 100とすると，ブ

ロテオリピド・タンパク質の分子量は12，500と言うこと

になる。

精製ブロテオリピドのうち脂質部分は35%を占めてい

る。それは主にホスファチドからなり，干重々の量のセレ

フ'ロシド(スルファチドも含む)を含んでいる。ホスファ
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4 .6 4 . 8 4 . 6 6 

8 . 5 8 . 9 7 . 9 1 1 

9 . 0 7 . 9 9 . 2 11 
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チドとしては約元はホスファチヂル・セリン，Y:iはホ

ホイノシチドであり，少量のホスファチヂル・エタノ、

ルア三ンとスフィンゴミエリンを含んでいる。ブラズ

ローゲン，コレステロールおよびレシチンはほんの僅

しか存在しない。

精製ブロテオリピドのクロマトグラフによる分画.

Matsumotd
3
らはsilicicacidカラムクロマトで精製ブロ

オリピドを少くとも3つの分画にわけだ(図1)0 3つ

大きなタンパク質のピークと大小2つのホスファチド

ピークが認められる。即ち，この精製ブロテオリピド

ら脂質を分離してブロテオリピドをクロ、ホルム・メ

ノール溶解性のま冶でわけることができるわけである
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図1.プロテオリピドのカラムクロマトグラフィー(silicicacid) I 3 

カラムは直径1加n，silicic acid 4g. 69mgの精製プロテオリピドを用いた。一ーは280mμ での

optical density.回収率80.6%.…・IJ:μgP/5ml，回収率102，3%.各ピークの%は( )内に示す。

ブロテオリピドのピークには脂質は殆ど含まれていない。 れるわけである。この不溶解性となったタンパク質部分

プロテオリピドのタンパク質部分と脂質部分の結合様 の量は4との量に対する%としてあらわすことができる。
式。すでにのべたように，このブロテオリピド結合は， クエン酸三カリウムで処理して分解されるプロテオリ

その溶液から溶媒をとばす過程で2層形成がみられる場 ピドの量はクエン酸三カリウムの濃度に応じて増加し，

合lごは，容易に切れてしまう。しかし，プロテオリピド O.lMでほ '-80%分離と言う最高の値を示すようになる。

のクロ、ホルム溶液を強酸と短い時間振渥しでもその溶 クエン酸，クエン酸二水素カリウム，クエン酸水素二カ

解性は少しも変化しない。プロテオリピド結合を変化き リウムはできるだけ濃度を高めて0.33Mとしても殆どブ

せる条件を色々と試みたが，ブロテオリピドのクロ、ホ ロテオリピドを分解しない。このような事実から，クエ

ルム溶液をクエン酸三カリウムの50%水ーメタノール溶 ン酸三カリウムが存在してアルカリ性であることがブロ

夜と振量すれば，その結合は破壊きれタンパク質部分は テオリピドを分解する原因であらうと考えられた。実際，

一部有機溶媒に不溶解性となることがわかった。 オ1ウ酸ナトリウム (pH8.0位)およびリン酸水素二カリ

この観察をさらに詳しくしらべようとして， Webster ウム (pH8.2) でブロテオリピドを処理しでもやはり分

& Fokh 15は次のような条件でブロテオリピドの安定性 解が認められた。また， Tris 緩衝液 (pH8.8) はイオ

;こ対する種々の影響を研究した。即ち，ウシの白質の2 ン強度が低くければ殆ど分解しないし， NaF，酒石酸ナ

: 1ク口、ホルムーメタノール抽出液をつくり，それに トリウム，シュウ酸カリウム，食塩の中性溶液もまた分

ハつも洗うときと同じように%容の水を加える。これを 解作用がないのに，これらの塩類をTris緩衝液にとかし

童心すると 2層にわかれ，下層の溶媒組成はクロ、ホル てpH8.8にするとクエン酸三カリウムに匹敵するほどの分

ムーメタノールー水(86:4: l)(V /V/V) となり組織 解作用を示したことから，イオン強度もまた重要な原因

乃全脂質とプロテオリピドを含み，上層はクロ、ホルム であるごとがわかる。このようなpH とイオン強度の影

ーメタノールー水(3: 48 : 47) (V!V /v)となり脂質以 響は図2および3に示されている。図2にみられるよう

ヰのすべてを含んでいる。この下層について，それに同 ，:: ..ブロテオリピド結合の分解される%はお冶まかにイ
俸の土壇と同じ組成の溶媒混液にブロテオリピドに対す オン強度の対数に比例している。 CaCl1やMgC2のTris

る影響をためそうとする物質をとかしておいてまぜるの 緩衝液溶液もや、プロテ才リピドを分解する作用がある

である。このようにして，もしブロテオリピド結合が切 が， 1価のカチオンの塩類にくらべればその作用は弱い

凡てタンパク質部分が不溶解性となって分離すれば，溶 ものである G

某の境界面に集って層となるから容易に定量的に集めら 弱アルカリ性溶液でのブロテオリピドの分解がイオン
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図2. プロテオリビドの分解に対するpHの影響

(O.05Mンュウ酸カリウムを含むO.023MTris緩衝液)

強度の対数に比例すると言う事実は，この現象が質量作

用の法則に従うものであることを示唆する。これがほん

とうだとすれば，イオン強度の影響は可逆的なものであ

る筈である。プロテオリピドータンパク質の不溶解性化

が質量作用の法則に従っていないことは明らかであるか

ら，もしこの仮説が正しいならば，イオン強度はプロテ

オリピド結合に直接に作用するのではなくて，何かほか

の作用を示すことによるのだと言うことになるであろう。

そしてこの作用が可逆的であり，それが直接にプロテオ

リピド結合の分解に関与するのではなくて間接に作用を

示すのであろう。この機構として図4のように考えるこ

とが可能である。即ち，プロテオリピドはタンパク質の
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図4.プロテオリピド結合分解の模式図
(al可逆的反応が起リ.(bl不可逆的の変化としてあらわれ，そして

(clこの不可逆的の変化は可逆反応の平衡点に左右きれる。
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'"・pl時t'ng
図3.プロテオリピドの分解に対するイオン強度

の影響，pH8.8. 
(0 .023MTr is緩衝液にO.∞25M-O.50MNaclを含む)

心(シン)とそれをつつむ脂質分子(Lj'"…Ln)の外層か L

なっており，タンパク質分子と脂質分子および脂質分ヲ

間の結合はnoncovalentbond (……)であると考える。 m
質と脂質の結合は 1部， pH7.5でイオン (B)の作用で E

逆的反応として一LjL2-+2B与一LjB+B L2ーのよう l

分解される。ある数以上の結合(脂質ー脂質)が切れる 2
次に脂質ータンパク質結合が自働的“zipper-like"作用で

切れてくる。このようにして遊離されるタンパク質の量

は反応に比例している。遊離して不溶解性となったタユ

パク質は定量的な反応の進行には影響を及ぼさないが，

反応の程度を示しているわけである。

この可逆反応の仮説の重要な点は，生理的範囲内のp

とイオン強度でこの反応が行われることである。

最後に，白質プロテオリピドA，B，CおよびMatsumot

らの分離した種々の分画もすべてアミノ酸組成は同じて

あり，それは年令によっても変化しないことを指摘して

おこう。一方，種々の方法で分離したプロテオリピドー

タンパク質のリンの量は非常にまちまちである。従って

種々のプロテオリピドはそのタンパク質部分は同じでま

るがそれにかたく結合しているホスフアチドはその種類

も量もことなっていると考えられる。

(文献は 120頁を見よ)
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Dr. Hudson Hoaglar凶の講演要旨

Dr. Hoag1and， execut~ve d1rector oC the Worce.ter 
Foundat10n Cor Exper1menta1 8i010gy， i. pr・.identoC the 
American Academy oC Arts and Sc1enc・..A Ph.D. with 
three honorary Sc.D.'s， he is a1so research proCessor 
oC Bi010gica1 P.ychiatry at Boston University. Dr. 
Hoag1and is current1y serving on a Dumber oC committees， 
boards， and conCerence groups， and is a member oC 
var10us honorary and proCessiona1 .ociet1es. He ha. 
wr1tten， edited or co岨 editedsevera1 books， i. on the 
editoria1 board. oC two journa1s， and has made approxi-
mate1y 180 contribution. to the .edica1 and scientific 
literature. 

BIOCHEMICAL ASPECTS 0' SCHIZOPHRENIA 

(Ab.tract) 

This paper r・port.investigat10ns oC a Cactor f~om the b100d 
。f ・ch~zophrenic patients wh~ch d1.burb・anima1behavior C0110w田
ina it. 1nject10n. Who1・p1a..aCrom schizophrenic patients 
quantitativ・1yand r・ver.ib1ydisturbs a 1earned behavior pattern 
in rat. in a .anner simi1ar to that oC eCCects oC injecting 

p.ychotomimetic drugs such as LSD. P1a..a Crom norma1 persons 

h.s 1itt1e or no eCCect. The active agent ha. been .eparated 

.nd i. • 11obu1in which we have concentrated some 500 C01d. 

Thi. g10bu1in .ppe.r. to be bound to • sma11 m01ecu1e that we 

be1ieve 1s tran.CerraÞ~e acro.s the b100d-bra1n barrier. Evi-

dence 1. pre.ented that thi. .m.11 .01ecu1e may be a biogenic 

amine or metab01ite thereoC. P1asm. oC both norma1 subjects and 

schizophrenic patients containo th18 act1ve factor but it i8 

much more eCCective when extracted Crom the b100d oC scbizo-

phrenics than it i. Crom b100d of norma1 person. or person8 

suffering from other types of i11ne88. The active factor a180 

modifies certain properties of cortica1 evoked potentia18 in 

cats and rabbits in ways simi1ar to those of injected LSD. 

Confirmatory resu1ts from severa1 other independent 1abo-

ratories are reviewed inc1uding work from the Merck， Sharp and 
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Dohme 1aboratory and our own indicating that norma1 persons may 

have a substance in their p1asm having inhibitory action on the 

factor from schizophrenics. Whi1e we have not administered our 

active factor to man， we be1ieve our behavior disturbing protein 
factor is the same as taraxein named some years ago by Robert 

Heath， B. E. Leach et a1. These workers reported taraxein 
obtained from p1asma of schizophrenic patients， but not from 
other persons， produced transient reversib1e psychotic episodes 
in norma1 human subjects fo11owing its injection. 

Continued from p. 118. 
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Review of Reviews of Neuropharmacology 
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う章がある。そこに紹介されている綜説のなか、ら，神経薬理に関するもの，つまりAu-

tonomic drugsとCentraInervous system stimulants and depressantsの2つの項にと

りあげである綜説を列挙する。
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Adv.Pharmaco!. .1， 309・3も7，1962 
cho1inesterases and Anticholinesterase AJ[ent 11 (Sub岨 editor，
Koell.e G.B.)， !!effter-Heubner Handbuch d.er EXl>erilBe1J..1:e11en 
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Pharmacol.Re~. .!主， 137 -17 3 ， 1962 

Chemistry and pharmacology oC muscarine， muscarone， and some 
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一神経化学文献一

凡例

1) *印はこの号に，

ます。

その雑誌から拾い出した神経化学支献表題がのっていることを示し

2 )右側の巻(号)は，その雑誌のその巻(号)について目を通してしらべたことを示します。

従って右側に巻(号)が記載されていながら*印のないものは，神経化学文献が見当ら

なかったことを示すわけです。
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Epi1epsia 瓦¥3/4)
Exp. Neur01. 
Fortschr. Neur01. Psychiat. 
・J. clin. Endocr. 
J. c1in. Invest. 
J. Endocr. 
J. nerv. ment. Dis. 
J. Neuropsychiat. 
Nervenarzt 
.Neur010gy(Minneap.) 
Psychiat. et Neur01. 
Schweiz. Arch. Neur01. 

川市一 133 

204(2)ーーーーーーー・ 134
亙でも}・ーーーーーー --13も
4立主{もラ8唖も60)・咽帽ーー 13も

.lQ.( 10-12);之1(1帽 5)
主.l(1・5)圃圃ーーーーーー13も

.!Ji<.1・も}

之主(2・生}
.!l(J四5)--ー圃・・・岨13も

Psychiat. 

Pharmac01. Rev. 

Supersensitivity and subsen8itivity to sympathomimetic amines 
(Trende1enburg U.) 1.2.(2) 225岨 276，1963 
The pharmacology o:f centra1 and perophera1 inhibition (Curtis 
D.R.) 1.2.(2) 333岨 36ら， 1963 

EXD. Ce11 Re s. 

The e:f:fect o:f pr010nged a1coh01 treatment on the respiration o:f 
1iver and brain mitochondria :from ma1e and :fema1e rats 
(Kies81ing K.-H. & Ti1ander K.) 12(3) も76-も80，1963 

Li:fe Sciences 
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The identification and significance of demosterol in the deve-
lop:t.ng human and animal brain (Fumagalli R. & Paoletti R.) 
.2.. 291・295，1963 
5eparation of human brain gangliosides (Korey 5.R. & Gonatas J.) 
.2.. 296・302，1963 
3，4・Dihydroxyphenylaceticacid in rabbit corpus striatum normal-
ly and after reserpine treatment (AndるnN.-E.， Roos B.-E. & 
Werdinius B.) 2. 319・325，1963
Differences in D-，and L-norepinephrine-H3 (Kopin I.J. & Bridgers 
W.) 2. 356・362，1963 

Nature 

Identification of an organ specific lipid hapten i~ brai~ 
(Joffe 5.， Rapport M.M. & Craf L.) 121(4862) 60・62，1963 
A possible mechanism of neurosecretion: Release of vasopressin 
by depolarization and its dependence on calcium (Douglas W.W.) 
121 (も862)81岨 82，1963 
rscreased uptake of mercury in mouse brain caused by 2，3・

di~ercaptopropanol (Berlin M. & Ullberg 5.) !2Z(も862)8も-85，
1963 

Learning deficits of offspring after administration of tranquil圃
li~ing drugs to the mothers (Werboff J. & Kesner R.) 121 (生862)
106-107， 196) 
Excretion of orotic acid and orotidine in heterozygotes of 
congenital orotic aciduria (Lotz M.， Fallon H.J. & 5mith L.H.) 
121 (も86)) 19も・195，196) 
Neurochemical differences between two strains of mice (Mass J.w.) 
ム.21，(も86も) 25ラ・257，1963 
Effect of posterior pituitary polypeptides on the flow of urine 
after injection ifi lateral ventricle of the brain of a cat 
(Nashold B.5!，jun.， Mannarino E.M. & Robinson R.R.) 121(も86も}
293 only， 196) 
Relation between calcium ions and the action of serotonin on a 

fu~dus strip of the rat (Kozak J. & Lang N.) llL(ら86生) 293圃 294，
1963 

Does the neurone soma actually generate action potentials? 
(Oomura Y. & Maeno T.) 1lL(ら865)358・359，1963 
A possible mechanism of action of calcium and some psychoto-
mimetic agents on membranes (Abood L.G.， Koyama 1. & Kimizuka 
H.) 1lL(も865) )67・368，1963 
Cholinesterase and glutamic decarboxylase levels in the brain o~ 

t~e hib~rnating hamster (Robinson J.D. & Bradley R.M.) 121 (も865)
389， 1963 
Effect of intracarotid injection of hypertonic saline on spinal 
reflex excitability (Wayner J.W.，jun.， Grimsley D.， Kahan 5. 
& Stoller W.) 121 (も865) ) 90， 1963 
Urinary amino-acids on phenylalanine -tyrosine輔 supplemented
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diets (Carver M.J. & Paska R.) 197(も866)IIユonly，1963 
Antihistaminic_action oClysozyme (Parrot J.-L. & Nicot G.) 
.!2.Z.(も866)も96only， 1963 
ECCect of tetanus on the parental behaviour in the rat (Fedinec 
A.A.) .!2.Z.(も866) も97ーも98，1963 
Sensory deprivation and augmentation in the examinatio~ oC 
enzyme adaptation (Scott T.G.> 12l(も866) も98・生99，196) 
Cholinergic瞳 adrenergicdual action oC y-aminobutyric acid methyl-
ester on a preparation of Toad ・sSinus由 Atrium(8ashimoto K.， 
Kumakura S. & 8ashimoto K.) .!2.Z.(ら866) 500岨 501，196) 
Effects of lysergic acid diethylamide on the nbsting behaviour 
of male pigeons (Rosen E. & Iovino A.> 12l(も867)61も-615，196) 
Glucose-6・・paosphatedehydrogenase and aldolase in len~es oC 

la~tose-fed rats (Korc 1. & Calcagno M.> .!2.Z.(ら868)690置 691，
196) 

ECfect of hypoxia on brain gangliosides (Lowden J.A. & Wolfe 
L.S.) 12l(も869)771・772，196) 
Succinic dehydrogenase activity and oxidative phosphorylation 
of the mitochondria in the crystalline lens oC bovines 
(Virmaux N. & Mandel P.) .!2.Z.(ら869)792岨 79)，196) 
Interrelationship between glucose utilization of brain and heart 
(Vrba R.， Bachelard 8.S. & Krawczynski J.) 12l(も870)869岨 870，
196) 

Effect oC oestradiol on spinal cord convulsions in developing 
ra~s (Vernadakis A. & Timiras P.S.) 12l(も870) 906 only， 
1963 

Thymol basic ethers and related compounds: General nervous system 
depressant action (AshCord A.， Sharpe C.J. & Stephens F.F.) 
.!2.z. (も871) 969・971，1963 
8istogenesis oC t~e cerebral cortex (Berry M. & Eayrs J.T.) 12l 
{も871) 98も・985，196) 
Activity oC fusimotor Cibres innervating muscle spindles in the 
intercostal muscles oC the cat (Sears T.A.) 12l(ら871) 1013-
1014， 196) 
Nature oC acetylcholine-like activity released from brain主主
ヱ主ヱ旦 (Szerb J.C.) ム21.(も8_71) 1016・1017，1963 
Dose-response relations oC amphetamine曲 barbituratemixtures 
(Rushton R. & Steinberg 8.) 12l(も871) 1017置 1018，196) 
InCluence oC the oestrous cycle and ovariectomy on the phospho・
lipid content of the pineal gland in the rat (Zweens J.) 
.!2.z. (生872) 1114-1115， 196) 
Release of catecho1amines Crom the atrium oC the dog by tyramine 
(8a11 W.J. & Sheehan J.D.) 12l(ら872) 1116圃 1117，196) 
Periodic nature oC spontaneous peripheral nervous system activ~ty 

(A1exand~r A.A.， Roessler R. & GreenCie1d N.S.) l2l(も873) 1169-
1170， 1963 
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Variable action of monoamine oxidase-inhibiting hydrazines on 
serotonin metabolism (Kirberger E.> .!21(ら87)) 1211-1212， 196) 
Diminution of imipramine mortality in hypothyroid mice (Prange 
A.J.， jun.， Lipton M.A. & Love G.N.>ム.21.(生87)) 1212・121)，196) 
A model system for transcellular active transport (Parsons D.5.) 
.!.2.z. (ら87も> 1303・1)0ら， 196) 
5uppression of experimental allergic encephalomyelitis by 
cytotoxic drugs (Calne D.B. & Leibowitz 5.) .!.2.Z.(も87も) 1)09・
1)10， 196) 
・Desensitization・ofcholinergic receptors by acetylc~ol!ne in 
mo11uscan centr叫 neurones (Tauc L. & Bruner J.) 12立仇875)
))画)4，196) 
Effect of alcoh01 on release of oxytocin (Fuchs A-R. & Wagner G.) 
.!2!(も875) 92・94，196) 
Neurone and synapse populations in the spinalc~rd:_Ind~catiò~ of 
role in tota1 integration (Gelfan 5.) 12主作876) 162圃 16)，196) 
Induced uDhill and downhi11 transport: .Re1ationship to the Ussing 
criterion (Britton H.G.) 12阜(4876) 190-191， 196) 
Properties of a carrier system to transport L-dopa into brain 

sl~ces (Yoshida H.， Kaniike K. & Namba J.) 12主{も876) 191-192， 
196) 

Naturwissenschaften 

Loka1isiertes Oxydoreduktasenanstieg bei der Wa11erschen De-
generation des peripheren Nerven (豆rutzbergG.) 2Q 96， 196) 
Zur histochemischen Darste11ung von Katecholaminen (Boner A. & 
Langemann H.> 2Q 225， 196) 
5aeulenchromatographische Gewinnung von Cerebrosidtypen aus 
Gehirnlipoide玄trakt (Meh1 E. & Jatzkewitz H.> 2Q 227， 196) 

proc. nat. Acad. 5c1. (Wash. ) 

G1ia1 RNA changes during a 1earning experiment in rats (Hyden 
H. & Egyhazi E.>主.2.(5) 618岨 62ら， 196) 

Drugs affecting RNA and learning (Chamberlain T.J.， Rothschild 
G.H. & Gerard R.W.)主主(6) 918・924，196) 

Proc. 5oc. eXD. Biol.(N.Y.) 

Alterations of p1asma vo1ume， electro1ytes and volume of distri-
bution of sodium thiocyanate induced by electroshock 
(5wingle w.w. & 5wingle A.J.> 11&(も) 847・85)，196) 
Conversion of phenylalanine to phenethylamine in patients with 
pheny1ketonuria (Oates J.A.， Nirenberg P.Z.， Jepson J.B.， 5jo・
erdsma A. & Udenfriend 5.> 11&(も) 1078骨 1081，196) 

Bj.ocJJ_t!JIl. tioDhys. Res. Comm. 

5tudies on the structure of gangliosides. 1. On the linkage of 
N-acetyl neuraminic acid ~n monosialoganglioside (Kanfer J.N. 
& Brady R.O.> 1!(生) 267・269，196) 
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Enzymatic decarboxy1ation of the a1pha-hydroxy acids by brain 
microsomes (Mead J.F. & Levis G.M.) 1!(も) J19・J2も， 196J 

Hydroxy1ation of tryptophan to 5・hydroxytryptophanby brain tissue 
生旦互主笠金 (Ga1E.M.， Poczik M. & Marsha11 F.D. Jr.) l，g，(1) J9・
毎J，19b3 

Biochem.J. 

The distribution of ATP in subce11u1ar fractions of brain tissue 
(Nyman M. & Whittaker V.P.)位 (2) 2同町255，196J 
A fraction of high encepha1itogenic activity iso1ated from human 
brain (Caspary E.A.) ~(2) 21p・22p，196J 
Adenosine triphosphate田 creatinephosphotransferase from ox brain: 
purification and iso1ation (Wood T.) ~(3) も5Jーも62，196J 
The rate-determining nature of a1do1ase in glyco1ysis by rat-
brain preparations (Brunngraber E.G. & Iannantuoni J.) ~(3) 
624瞳 631，1963 

Biochim. bionhvs. Acta 

Effects of acety1cho1ine on axona1 conduction of_lobster nerve 
(Dettbarn W・D. & Davis F.A.) ゑ乏(J) J97-405， 196J 
The active structure of 1oca1 anesthetics， Effects on electrica1 
and cholinesterase activity (Rosenberg P.， Higman H.B. & 
Barte1s E.) ゑ乏(3) 生06-414，196J 
Pathways of reduced pyridine nuc1eotide oxidation in rat-brain 
homogenate demonstrated by a tetrazo1ium method (Hess R. & 
Pearse A.G.E.) 11(2) 285・29も， 1963 

On the 1ack of effect of acety1cho1ine on phosphoprotein meta圃
bo1ism in the sa1t gland of the sea gul1 (Hokin L.E. & Hokin 
M.R.) 11(2) も62ーも63，1963 
Intrace11u1ar distribution of brain noradrena1in and De Robertis' 
non岨 cho1inergicnerve endings (Inouye A.， Kataoka K. & 
Shinagawa Y.) 11(2) も91ーも9J，196J 
The iso1ation of squa1ene from human brain (Prostenik M. & 
Munk-Weinert M.) 11(3) 732・73J，196J 
The inhibition of a1coho1 dehydrogenase by ch1orpromazine， 
1. Kinetic studies (Khouw L.B.， Burbridge T.N. & Suther1and 
V ~c.) 1之(2) 173-18ラ， 1963 

EIonne-Sev1ers z. nhvsio1. Chem. 
Ueber ein zweites hexosaminha1tiges Gang1iosid aus Menschen-
hirn (K1enk E. & Gie1en W.)え.lQ.218， 196J 

J • bio1. Chem. 

Lens aminopeptidase， 1. Purification and properties (Spector A.) 
主2主(も) 135J・1357，1963 
E.xcretion of s・aminoisobutyricacid by man (Armstrong M.D.， 
Kerin Y.， Kakimoto Y.， Taniguchi K. & Thomas 豆.) 主2立(も) 1弘も7・
1長55，196J 
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J • NeurochelD. 

Iso1ation of synaptic vesic1es and structura1 organization of 
the acety1cho1ine system within brain nerve endings (De Rober-
tis E.， Rodriguez de Lores Arnaiz G.， Sa1ganicoff L!， Pe11e-
grino de lra1di A. & Zieher L.M.) 10(も) 225・235，1963 
Postnata1 changes in amino acid content of kitten cerebra1 
cortex (Ber1 S. & Purpura D.P.) 1Q(も) 237曲凶0，1963 
Active transport of amino acid into cerebra1 cortex slices 

(T~ukad~ Y.， Nagata Y.， Hirano S. & Matsutani T.) 1Q(も) 2ら1-
256， 1963 
Distribution of carbonic anhydrase in human brain (Nishimura T.t 
Tanimukai H. & Nishinuma K.) 1阜{弘) 257四 261，1963 
A comparative mapping of enzymes invo1ved in hexosemonophosphate 
shunt and citric acid cyc1e in the brain (Friede R.L.， 
F1eming M. & Kno11er M.) 1Q(生) 263申 277，1963 
Microchemica1 and microspec土rophotometric studies on the intra1a帽
minar distribution of nuc1eic acids in the brain cortex under 
various experimenta1 conditions (Baranov M.N. & Pevzner L.Z.) 
4立(も) 279-283， 1963 
Phosphodienterase activity of ribo~ome preparation from goat 
brain (Datta R.広. & Gho~h J.J.) ¥O(も)-285-286， 1963 
Studies on the intrace11u1ar distribution of vasopressin (Sachs 
H.) 1Q(5) 289・297，1963 
Vasopressin biosynthesis・圃11，lncorporation of 35S-cysteine into 
vasopressin and protein associated with ce11 fractions (Sachs 
H.) 1Q(5) 299酬 311，1963 
Characteristics required in e1ectrica1 pu1ses of rectangu1ar 
time-vo1tage re1ationships for metabo1ic change and ion 
movements in mamma1ian cerebra1 tissues (Mcl1wain H. & Joanny 
P .) 1Q ( 5) 3 13 -323 ， 1963 
Membrane potentia1s in iso1ated and e1ectrica11y stimu1ated 
mamma1ian cerebra1 cortex， Effects of ch1orpromazine， cocaine， 
phenobarbitone and protamine on the tissue's e1ectrica1 and 
chemica1 responses to stimu1ation (Hi11man H.H.， Campbe11 w.J. 
& Mcl1wain H.) 1Q(5) 325-339， 1963 
Distribution of acety1cho1ine in the brain during various states 

o~_act Ì'\"ity (Kurokawa M.， Machiyama Y. & Kato M.) 1Q(ラ) 341・
3も8，1963 
Rapid changes in creatine and adenosine phosphates of cerebra1 
cortex slices on e1ectrica1 stimu1ation with special reference 
to the effect of ethano1 (Wa11gren H.) 1Q(5) 3も9-362，1963 
Preparation and properties of goat brain cortex ribosomes 
(Datta R.K. & Ghosh J.J.) 1Q(5) 363-372， 1963 
The metabo1ism of C1ら-noradrena1ineby cat brain !旦工主工旦

(Mannar~no E.， Kirshner N. & Nasho1d， Jr. B.S.) 1Q(5) 373値
379， 1963 

Biochem. Pharmaco1. 
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Identity with authentic acety1cho1ine of acety1cho1ine圃 1ike
activity in extracts of rat brain (Pepeu G.， Schmidt K.F. & 
Giarman N.J.) 1l(ら) 385・388，1963 
The effect of bis-(2，2，2・trif1uoracethy1)etheron brain e1ectro掴
1ytes and water distribution in the rat (Ling A.S.C. &蕊rantz
Jr. J.C.) 1l(ら) 39も唖395，1963 
Pharmaco1ogyca11y active acidic phospho1ipids and glyco1ipids 
(Vogt W.) 1孟(も}生15-420，1963 
Irin and a hydroxy-acid from brain (Ambache N.)認{も}も21・428，
196) 

The fixation of tetanus toxin by gang1ioside (van Heyningen w. 
E.) 1主{ら}生37on1y， 196) 
A method for the determination of microquantities of iproniazid 
and other N1

圃 a1ky1・N2圃 acy1-hydrazinesin body f1uids and 
tissues (Rieder J. &~Roth M.) 1l(ラ} もも5ーも50，196) 
Conduction b10ck produced by acety1cho1ine in cety1trimethy1-

~mmoni~m-tr~ated frog nerves (Wa1sh R.R. & Webb G.D.) 2呈(5)
も51-も56，1963 
Binding of y-aminobutyric acid by mouse brain preparations 
(Sano K. & Roberts E.) 1孟{ラ}も89・502，196) 
Studies of sub-ce11u1ar distribution of y-aminobutyric acid and 
glutamic decarboxy1ase in mouse brain (Weinst~in H.， Roberts 
E. & Kakefuda T.) 1l(ラ) 503-509， 196) 

Brit. J. Pharmaco1. 

The subce11u1ar distribution of histamine， slow-reacting sub-
stance and 5由 hydroxytryptaminein tbe brain of the rat 
(Car1ini E.A. & Green J.P.) 主旦(2) 26長咽277，1963 
A comparison of the effects of six barbiturates and a p1acebo 
。n insomnia and moti1ity in psychiatric patients (Hinton J.M.) 
皐♀(2) 319・325. 1963 

Studies on the repetitive discharges evoked in motor nerve and 
ske1eta1 musc1e after injection of anti-cho1inesterase drugs 
(B1aber L.C. & Bowman W.C.) 主立(2) 326・3らも， 1963 

The action substances which b10ck sympathetic postgangionic 
nervous transmission (Burn J.H. & Froede H.)辺 (2) 378-387， 
1963 

The cho1inergic blocking action of adrenergic b10cking agents 
in the pharmaco1ogical analysis of autonomic innervation 
(Boyd H.， Burnstock G.， Campbel1 G.， Jowett A.， O'Shea J. & 
Wood M.) 主主()) も18・生35，1963 
Effects of asarone andトasaroneon conditioned responses. 
fighting behaviour and convu1sions (Dandiya P.C. & Menon M.蕊.) 
孟旦())4j6ーもも2，1963 
Estimation of substance P in mouse brain. The identification of 
interfering nuc1eotides in the extract (Laszlo 1.) 主立(3) 生生9申
告61，1963 
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The effect of antidepressive drugs and some related compounds on 
the levels of adenine nucleotides， inorganic phosphate and 
phosphocreatine in the rat brain (Lewis J.J. & Van Petten G. 
R.)孟旦{J)ら62ーも70，196) 
Actions of certain amines on cerebral cortical neurones (Krnje・

vi~ K. & Phillis J.W.> ~()) も71ーら90，196) 
lontrophoretic release of adrenaline， noradrenaline and 5・
hydroxytryptamine from micropipettes_( Krnjevi~ K.， Laverty 
R. & Sharman D.F.> 主立()) 生91帽生96，196) 
Some neurochemical aspects of the depressant action of y-butyro圃
lactone on the central nervous system (Giarman N.J. & Schmidt 
K.F. > ，gQ(J) 56')帽 568，196) 

J • Pharmacol. eXD. Ther. 

Analysis of the cardiovascular effects of dopamine in the dog 
(McDonald，Jr. R.H. & Goldberg L.l.> 1主主(1'-60・66，196) 
The effect of intravitreous injections of norepinephrine， 
epinephrine and isoproterenol on the intraocular pressure 
and aqueous humor dynamics of rabbit eyes (Eakins K.E.) 
ム主旦(1)79-8も， 196) 
Sympathomimetic properties of chlorphentermine: Metabolism， 
metabolic effects， interaction with‘reserpine and biogenic 
amine (Dubnick B.， Leeson G.A.， Leverett R.， Fay Morgan D. 
& Phillips G.E.) ム主旦(1)85・92，196) 
The effect of unilateral and bilateral medial forebrain bundle 
lesions on brain serotonin (Harvey J.A.， Heller A. & Moore 
R. Y.)ム主♀(1) 10)輔 110，196) 
The effects of reserpine and some related compounds upon the 

~evels of adenine nucleotides， creatine phosphate and 
inorganic phosphate in the rat brain主旦主主主.Q. (Kaul C.L. & 
Lewi s J. J .) 1主旦(1)111・116，196) 

pSvchoDharmaco:t. 

Genetic and behavioral aspects of pharmacologically induced 
arousal (Meier G.w.， Hatfield J.L. & Foshee D.P.>主(2)81-90， 
196) 

Die Bedeutung der Monoaminoxydasehemmung als antidepressives 
Prinzip， 11 (van Praag H.M. & Leijnse B.) 1(2) 91岬 102，196) 
Facilitation of successive discrimination learing by strychnine 
sulphate (Petrinovich L.)主(2) 10)・11)，196) 
Amitriptyline and nortryptyline as antagonists of central and 
peripheral cholinergic activation (Rathbun R.C. & Slater I.H.) 
主(2) 11らー125，196) 
Electroencephalographic and behavioral analysis of drug effects 
on an instrumental reward discrimination in rabbits (McGaugh 
J.L.， de Baran L. & Longo V.G.)主(2) 126帽 138，1963 
Effects of psychotropic drugs on open-field behaviour in rats 
(Brimblecombe R.W.>主(2) 139・ 1ら7~ 196) 
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Drugs， shock intensity， and the CER (Appe1 J.B.)主(2) 1も8圃 153，
1963 

Acta Dhvsio1. scand. 

Some properties of the ATP dependentNa+ binding system of rat 
brain microsomes (Jlrnefe1t J. & von Stedingk L.圃v.)22(長}
328・338，1963 
The corre1ation between the occurrence and 1oca1ization of 
acety1cholinesterase-rich ce11 bodies in the ste11ate gang1ion 
and the outf1ow of cho1inergic sweat secretory fibres to the 
fore paw of the cat (Sj5qvist F.) 22(も) 339・351，1963 
Pharmaco1ogica1 ana1ysis of acety1cho1inesterase-rich gang1ion 
ce11s in the 1umbo-sacra1 sympathetic system of the cat 
(Sj5qvist F.)立之{も) 3ラ2・362，1963 
Behaviour and monoamine 1eve1s during 10ng四 termadministration 
of reserpine to rabbits (Hlggenda1 J. & Lindqvist M.) 22(も}
も31ーも36，1963 
Differentiated effects on certain b1ood-brain barrier phenomena 
and on the EEG produced by means of intracarotida11y app1~ed 
mercuri~ dich10ride (F1odmark S. & Steinwa11 0.) 22(も} もも6圃
も53，1963 
Catecho1amine re1ease and uptake in iso1ated adrenergic ner~e 
granu1es (von Euler U.S. & Lishajko F.) 22(毎}も68-480，1963 

Amer. J. Physio1. 

lnf・1uenceof serotonin upon optic evoked potentia1s， EEG， and 
b100d pressure of cat (Koe11a W.P. & Czicman J.s.)主立主(5)
873-880， 1963 
Effect of b100d glucose concentration of changes in avai1abi1ity 
of glucose to the brain (Sakata K.， Hayano S. & Sloviter H.A.) 
鼻息主(6) 1127-1132， 1963 

J • NeUrODhysio1. 

Acety1cho1ine sensitivity of cat ・smedu11ary neurons 
(Sa1moiraghi G.C. & Steiner F.A.) 畠乏(ら) 581・597，1963 
Effects of glucose and oxygen deprivation on functionof ~solated 
mamma1ian retina (Ames 111 A. & Gurian B.S.)主主{的、617構 634，
1963 

Fixation of experience in the rat spina1 cord (Gerard R.W. et a1) 
主主(的 662-673， 1963 

J • Physio1. 

Bio1ogica11y active substances in brain extracts (Toh C.C.) 
4五三(1) も7圃 61，1963 
The excitation of 1atera1 genicu1ate neurones by quanternary 

am~onium derivatives (Curtis D.R. & Davis R.)l2l(1) 62-82， 
1963 

The spontaneous and evoked re1ease of acety1cho~ine from the 
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cerebra1 cortex (Mitche11 J.F.) 1ゑ三(1) 98曲 116，1963 
The spontaneous re1ease of acety1cho1ine fro~ the denervated 
hemidiaphragm of the rat (Mitche11 J.F.) 1乏1(1) 117・129，1963 
On the permeabi1ity of mamma1ian non-mye1inated fibr~s to sodium 
and to 1ithium ions (Armett C.J. & Ritchie J.M.)丘三(1)130-
1も0，1963 
The ionic requirements for the action of acety1cho1ine on 

mamma~ian non-mye1inated fibres (Armett C.J. & Ritchie J.M.) 
丘三(1) 141・159，1963 
Ro1e of bound ca1cium ions in the acety1cho1ine contracture 
(Frank 6.B.)丘三(1) 19p-20p， 1963 
Brain-stem receptors for sympathominetic amines in the chicken 

(Mar~ey E.) 1三.2.(1) 2生p・25p，1963 
The natu.re of sodium exchantes in iso1ated frog sartorii (Conway 
D.， Harrington M.6. & Mu11aney M.) 16立(2) 2ら6-265，1963 
Tbe part p1ayed by cerebra1 anaemia in the response to occ1usion 
of the common carotid arteries in the cat (Brown A.M.， Duke H.N. 
& Joe1s N.) 1主主(2) 266田 273，1963 
Iontophoretic studies of neurones in tlie mamma1ian cerebra1 
cortex (Krnjevie K. & Phi11is J.W.)丘三(2) 274・304，1963 
The effect of intravenous noradrena1ine on the oxygen consump-
tion of new-born mamma1s (Scopes J.W. & Tizard J.P.M.)丘三(2)
30ラー326，1963 
Rates of action of bath-app1ied drugs at the neuromuscu1ar 
jjunction of the frog (601dsmith T.H.)丘三(2) 368-386， 1963 
Perfusion of cerebra1 ventric1es in the cat. A method for 
exc1uding the posterior ha1f of the 1atera1 ventric1e 
(Carmic~ae1 E.A.， Fe1dberg W. & F1eischhauer K.) li三(2) 53p輔
55p， 1963 
Histochemica1 1oca1ization of cho1inesterases in some brain 
stem regions of the cat (Abrahams V.C.) ム三三(2) 5ラp on1y， 1963 
Synthetic ana10gues of oxytocin acting as antagonists (Bissett 
6.W.) 1&.2.(2) 69p圃 71p，1963 

Ann. med.-psvcho1. 

La patho1ogie neuro置 endocrino1ogique tardive de 1a d~portation 
(Cope1mann L.-S. & Dvorjetschi M.) 1孟4・1(1 ) 112 -117， 1963 
Note compl~mentaire sur 1・hyper-ammoniemiedans certaines 
psychoses (Para11e1isme de l'hyper・toxicitebiliaire，de 1・
hyper-ammoniemie et de 1・e1evationde 1a densite optique 
bi1iaire. RS1e therapeutique de 1・acideaspartique) (Baruk H. 
& Fabiani P.) 1孟L骨 1(2) 257圃 261，1963 
Sur un cas de mye・lopathiepar shunt porto-cave (Kisse1 P.， 
Arnou1d 6.， Tridon P. & Laxenaire M.) 1&1・1(2) 276. 1963 

、
Essai du car~onate de ph~ny1~thyny1・car~ino1 en psy~hiatrie 
infanti1e (Mises R.> ~~1(2)~287 ， 1963 

Au sujet de 1 ・ ammoni~mie au cours d ・'tatspsychotiques et 
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a6vrotiques {Chatagnon M-C • & ChatagnoZE p.-A.} A孟!(J)生68ーも72，
196) 

AJ;"cb.P.ychiat. Nervenkr. 

Uberp.ychische Stimu1ation oder Dlmpfung bei Sauerstoffmange1 
und ihre Beziehung zu p.ychopharmaco1ogischen Prob1emen 
(M也11erC.)皐阜主(2) 199・208，196) 

Brain 

Endocrine aspect. of dystrophia myofonica (Caughey J.E. & 
Saucier G.)主主{り 711圃 7)2，1962 

Brj.t. _J.P.ychia't. 

Amphetamine .ub.tanc.s in menta1 i11n..... in north.rn Ire1and 
(McConne11 W.B.) 121 (生59) 218・22も， 196) 

V.rba11y retard.d depre..ion and .odium metabo1i.m (And.rson 
W.McC. & Dawson F.) 121(4'9) 22ラ瞳2)0，196) 
The effect of p1asma from .chizophrenic patient. on the chicken 

erythr~cyte_sy.tem (Mangoni A.， Ba1azs R. & Coppen A.F.) 121 
2)1・2)も， 196) 

。t.ch.z. Nervenhei1k. 
Enzyme de. Koh1.nhydrat.toffwech.e1s im Liquor cerebrospina1i. 
bei neu~olosi.chen Erkrankunsen (De1ank H.W.) .!!!!!.(6) 6)2・
64'0， 196) 

Sndocrino1olZ.v 

Gonad圃 brainre1ation.hip: Precociou. brain maturation after 
es~radio1 in rat. (Heim L.M. & Timiras P.S.) 1皐{も) 598-606， 
196) 

Neuroendocrine contro1 of thyrotropin secretion in the rat 
(F1orsheim W.H.， Austin N.S. & Ve1coff S.M.) 1&(5) 817・82)，
196) 

J • c1in. Endocr. 

Effect of pro1onged treatment with human chorionic gonadotropin 
on the endogenous steroid hormone metabo1i.m of physica11y 
and menta11y retarded boys (Rei.s M.t Hi11man J. & Davis R.H.) 
主主(1) 11幽 27，196) 
Fami1ia1 hypogonadotrophic eunucho1idi.m with cerebe11ar ataxia 
(Vo1p6 R.， Metz1er W.S. & John.ton MacA.W.)孟l(1) 107-115， 
196) 

Effect of thyroid hormone on human .erum ribonuc1ease (Leeper 
R.D.) ll(ラ} も26副生)2，196) 
E1ectroencepha1ographic changes aecompanying thyroid defi~iency 
in man (Lansing R.W. & Trunne11 J.B.)主主(5) も70・480，196) 

Neuro1olZ.;I.(Minneap.) 

A study of phosphate， de.oxyribonuc1eic acid， and pho.pho1ipid-
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Cractions in neural tumors (Nayyer S.N.)品{も)287圃 291，196.3
The Catty acids o~ human cerebrospinal ~luid: their relation t。
the・erum~atty acids (Tuna N.， Logothetis J. & Kammereck R.) 
ム1(的.3.31圃.3.35，196.3 
Vatty acid in spinal ~luid and serum patients with demyelinating 

d!sorde~s (Tuna N.， Logothetis J. & Ka..ereck R.) 1之(5))81岨
.3 8.5， 1 96 .3 

The biochemical， behavioral， and neurologic e~~ects oC high L-
tryptophan intake in the Rhesus monkey (Curzon G.， Ettlinger 
G.， Cole M. & Wal・hJ.) ム1(5) 4 .3 1副生.38~ 196.3 
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一一書架一一

Chemica1 Exn1oration of the Brai~， A study of cerebra1 exci-
tabi1ity and ion movement. By McI1wain， H. pp. 207. E1sevier， 
Amsterdam， 196J. 
Chap. 1. Identifying substances invo1ved in the 10ss and 

Chap. 2. 

Chap. J. 

Chap. 4. 

Chap. 5. 

Chap. 6. 

recovery of cerebra1 excitabi1ity 

Linking excitation and metabo1ic response 

The water and e1ectro1ytes of the brain 

Recognizing constituents of neura1 membranes 

Membrane structure and properties of membrane con-
stituents 

Cerebra1 constituents and active cation transport 

Snecific and Non-5necific Factors in Psvchonharmaco1o~y， 

Proceedings of a symposium he1d at the Jrd wor1d congress 
of psychiatry， in Montrea1， Canada， June 4・10，1961. 
Ed. by Rinke1， M. pp. 174. Phi1osophica1 Library， New York， 
196J. 

Part 1. Prob1ems of specific factors in psychopharmaco1ogy 
1. 50me specific effects of psychoactive drugs 
(Himwich H.E.> 

2. Discussion (Hoag1and H.> 

Part 2. Prob1ems of non-specific factors in psychopharmaco1ogy 
A. Methodo1ogy 
J. A quantitative approach to psychopharmaco1ogy 
(Beecher H.区.) 

も. Discussion (K16ver H.> 
5. Test score instabi1ity. A source of error in 
individua1 drug response (区nightD.A.> 

B. Persona1ity 
6. Re1ation of drug-induced changes to persona1ity 
(Lasagna L.) 

7. Persona1ity and drugs. "5pecific" and ttNon四
specific" inf1uences on drug actions (DiMascio A. 
& Rinke1 M. > 
8. Variab1es and drug effectiveness (Ma1itz 5.> 
9. Non-drug parameters of psychopharmaco1ogy. The 
ro1e of the physician (Fe1dman P.E.> 

Part J. A hypothesis based on anima1 experimentation 
10. Individua1 anima1 variation in the effects of 
Pentobarbital and Dextroamphetamine(A comparison) 
(Kornetsky C.， D~wson J. & Pelikan E.) 
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Perspectives in Bi010Æ~， A c011ection oC papers dedicated to 
Bernardo A. Hou.say on the occasion oC his 75th birthday. 
Ed. by Cori， C.F.， Fog1ia， v.G.， Le10ir， L.F. & Ochoa， 5. 
pp. 557. E1sevier， Amsterdam， 196). 
Neurophvsi010AV and neurochemistrv 

Prob1ems in neurotransmission (von Eu1er U.5.) 387輔 394
A genera1 interpretation oC neurosecretory microvesic1es 
(de Robertis E.D.P.) ら09・生2)

Ann. New York Acad. 5ci・.12.2.<2)も11・9も8，196) 
Regu1ation ot respiration. 

Part 1. Neurona1 physi010gy 
1ntroductory remarks輔岨e1ementaryproperties oC 
neurons (GrundCest H.) も18-も)5
Metab01ic activity oC neurons (Quaste1 J.H.) も)6岬生50
ECCects oC changes in PC02 and P~2 on rhythmic 
potentia1s Crom giant neurons (Cha1azonitis N.) 
ら51ーも79
The stabi1izing action oC carbon dioxide on periphera1 
nerve Cibers and on the neurons oC the medu11ary 
reticu1ar Cormation in the rat (Carpenter F.G.) 
ゐ80副長9)
The mechanism oC respiratory arrest with sodium 
pentobarbita1 and sodium thiopenta1 (Robson J.G.， 
House1ey M.A. & 501is-Quiroga O.H.) 生9毎圃504
Functiona1 organization oC neurons (Purpura D.P.) 
505-5)5 
Microe1ectrode studies oC phrenic motoneurons 
(v.Baumgarten R.， Schmiedt H. & Dodich N.) 5)6・5も6

Part II.Centra1 Cactors in neura1 regu1ation 
Part 111. Centra1 and periphera1 Cactors in neura1 regu1ation 
Part 1V. Humora1 Cactors 
Part V. 1ntegra1 approach to the study oC respiratory regu圃

1ati.on in man 

Bra~!l__Lj.J)ids and Lipoproteins. and the Leucodvstrophie~， 

Proceedings oC the Neurochemistry Symposium， V11 1nternationa1 
Congress oC Neur010gy， Rome， 1961. Ed. by J. F01ch-Pi & H. 
Bauer. pp. 213. E1sevier， Amsterdam， 1963. 
Lipid protein interaction (Oncley J.L.) 1-17 

Brain prote01ipids (F01ch-Pi J.) 18・30

The re1ation oC certain 1ipid-protein eomp1exes oC nervous 
tissue to neurokeratin (LeBaron F.N.) 31-41 

The turnover oC prote01ipids_and phosphatido-peptides in the 
brain (Gaitonde M.K.) も2・56

The nature and stabi1ity oC 1ipid-protein-p01ys~ccharide 
.ssociation in nerve mye1in (Finean J.B.) 57・63

Histochemica1 contribution to the u1trastructure oC the mye1in 
sheath (W01man M. & Bubis J.J.) 6も・70

A gang1iosidase system (Korey S.R. & Stein A.) 71・82
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The antigenic propertiea oC・phinl01ipida (Papport M.M.) 8，圃
89 

The ・etachro・aticCor. oC 1.ucody.trophy and ita r・1ationahip
to 1ipidooio and d・my.1inationin oth.r .etabo1ic dioordera 
(Bargeton E.) 90・10'

So.e a・pectoof th. biochemica1 changeo in 1eucodyatrophy 
(Svennerh01. L.) 10ゐ掴119

Rec.nt .tudi.. in the .・t・chromaticand g1oboid body for.. oC 
diCru..・01・ro.i・(Au.tinJ.H.) 120圃 13'
Clinica1 oymptom.， aisn. an~ te~t. in .et・chromatic1.uco-
dyotrophy (Hagb・rlB.) 1'"・1%6
The ro1. oC cerebro・ide.ulphuric ・・z・rsin 1euoodyotrophy， 
and a new .ethod for the quantit.tive u1traaicro-determination 
oC the brain・phinS01ipida (Jatzk・witzB.) 1も7・152
Hiotopatho10sical and hiatoch・-主ca~ aap・ct.of 1・uoody・trophy
in the Japane.. (Yokoi S.) 1"・-160

The pr・1ipoid，non-.et・chromatic，th. globoid-c・11and th. 
fibrinoid type of l.ucody・trophy(p・itc.rJ.) 161岨 168
Sudanophil 1.ucody.trophy and P~liz~~uø・M・rzbach.r di.・a・-
(Norman R.M. • Ting.y A.H.) 169・186

Contribution to P・liza..・-M・rzbacher'.di.ea.. (5.it・1b・rg・r
F.) 187串 198

Co.ple..ntary re.arka (van Bosaert L.) 199・202
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